
別府市街地の温泉水頭分布

理皐士瀬野 錦蔵

1. 温泉水頭の責測

別府奮市街地に於けるj阻泉はその分布が密集してゐること，深度が近似してゐること，

湧出量がほ Y同一程度であること，泉淵も71.
0

6Cを最高として多くは50
0

-60。附近である

ごと，叉演脇方面制除けば泉質も殆んと軍純泉なること，叉海岸近くの瀧泉の潮汐の影響の

大きいこと，砂湯の刻lく海底i浸出胤泉もある事なと、から考へると，大韓に於て地下地泉伏

流はi毎に向って流動してゐるであらう事が想像出来る。この事を確めるには各温泉の静止

水頭を測定する必要がある。その錆には，第 1闘に示すが如くi阻泉湧出口に密著する栓に

ガラス管を突き遁したものを湧出口の直上に歴著すれば， i~l泉水の湧出停止と共に水はが

ラス管内に登り来て，そのiR泉闘有の7}<匪に平衡するところにて停止し静止水孤を奥へ

る。栓は種々な太3の湧出口に合ふ様に， fl頃きの大きい闘錐形のコム栓を用ひる。この方

法は瞬間にして静止水顕在知り得る利粘がある。但し1~11泉水集中の遁さによる運動量のた

め少しは大きく出る傾向があるであらうが，その誤差は小さい。又埋設垂直導管の途中に

破J員個鹿があって漏出する如き虞のあるものに針しではこの方法は有放である。然し栓ぞ

第 1闘 7]'(，買il[iJ定法(其のー〉 第 2 幽 7]'(~JiìI!iJk法(其の二)
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座著して湘;í~A(のi漏洩をふせぐやうにする震には，埋浅管が蛾智子の場frは例の心配もない

が，竹管ならば新しいものでなければな ()~J コ 竹管が古くなってゐると，この異常水!匿の鴛

に中途の腐桁したところか糟目などが破損する心配がある。うL泉管の上部は多 く埋隠して

あってか A る貰測を行ひ得るものは質際l:極く少し、。貰浪IJせるものぞ第 l表(A)に掲ける。

ー--;;-， il.'it泉水酬が地表よりpJなり低いところでは，既報1ヲの如く第2fi量lの様に湧出口直

上に湯j官'{4)タ L 予を備へて，ポ斗プにて時々又は自動的に吸湯けずる仕掛のものがある 3 か

ゐるところはずこ Y吸鵠けるのを停止すれば水頭を知る事が出来，叉水位上昇蓮度によって

も静止水頭を推定出来る。このケ法・による測定は別論文、のに於て紹介する如くであり， そ

の結果を借用すれば，第 I表(B)の遁わである。この15法では前法の虫11く瞬時に水頭を知

る事はtl:'.米ぬし， Xtl型浸管中途に漏洩するところがあれば水副は池小にIP，て来る恐れはあ

るが集中i且泉水の運動量による誤差はなくなる。

L:述の二方法のいづれにしても，埋浸管中途より他系の優勢地下水の浸入があれば終局

の水頭はその中伎の水頭を示すこと訟なる。浸入地下水が冷j阻ならば湧I.P.泉t!it~-'低下す

る。放に湧1:1:'.泉t胞が高ければL、つれにしても温泉水聞と見てきしっかへない。

かくて測定水頭の地表L よわの高~;，どんとすればil.'ìt泉水顕 H はその和である。印ち

H=ho+L (1) 

x山の手の最も高いところで11.'iHft脈にあfニるところはた吋也を10111ほと、削ればi間-lit伏流
:ゎ 1・ぷ l:t iWI i足泉71<ii買及 Cぷ・

(λ) ;~， ---ìJ!ll íLil~ 1 こ よろ

i引 cI温泉州|刈 査
番披 (村正面上)年月日

温泉|| ii昆泉水頭I調 資 |ljnSLl| 1l1〈毘海泉面水上頭~I 調 査
番放 :_s海面上)年)J日 番披 C 〈i 年 JJ 日

』山 11 crn.1 
1 

CnI.1 mill Illl!l 
128ノ144，5 322 1936 VI 11 700 j'59・1，1024 11926 ¥ll 1 1 981 2i89 1987 I 17 
201 255 ゲ百 2 761 28，2 722 ゲ ¥11 E 979 1揃 |ザ X11 
211 164 '/ 741 61.9 754 '1 1164 143 i1E381 28 

343 434 1937);[ t 823 668 1937.¥ll 2 1171 30，7 122 |凶 7X 2i 
398 5，9 701 ノノ 852 12.4 532 : H'36 ¥1l 11 1213 104 11936 ¥1 1E 

413，1 298 !1938 II 15 f55 128.1 514 i 1/ 1310 2250 i1928 I 2 
423 iU7附証 ε 1090 ゲ¥T 2 1320 

471，1 973 11936 ii[ t 。71 2547 1933 ¥1 1322 2383 I 1/ 

571 1211 11926 VI 25 971，1 2573 1938 1 28 

(1) }jIJII~f醤111街温泉概観(1) ; 本誌第 1谷第 1毅第20頁。
¥2) 型f満，瀬監f. J11下: 別府i思泉の湧11:1量と水頭との相閥，実;のー IrJiJlt長; .f~ ; ;:~~ 1~0Æ;1~ 
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"D) :1~ 二二iUIJíi::法 ; こよ ろ

温泉 ic i.¥'l.JA/kb1i' 淵 資I温泉 | |ii(a海泉面水上頭~， 澗 査 温泉 liM7k頭 調査
番撚 (iIJ面上1i年 JJ H 番披 |c 年Jl日 者宇放 c lui王面上)年月日

1 1 

1399"..11926 J[ 6 

-1 

'j1醐J[ 5 
111111 m.lll cm. 

820 ! 55.2 672/1 40.2 1077 12.4 222 1986 J[ 9 

413 71.4 285! 1/ 666 34.9 1276 '/ 1079 62 。I'][ 2 

679 1224 /1 ¥1 25 1140 10.ヨ 82 ノノ H 5 
l，34/iOi I 313 ゲ r 9 675 1381 ゲ VI27 1155 34.4 211 /1 J[ 10 
434/121('.761 491 ゲ¥1 5 694 2.3 8JO /1 J[ 4 1223 34.9 2129 '1 1I 7 

460 111.7 刷 1937:¥1 II 695 13.1 1147 /1 1254 12.1 104 

589 I 4.11 1485 ゲ 842 231 :ゲ J[ ~ 126;) 9.1 165 ゲ J[1 

618 118空 1675 11936 H 7 944 ~.7 1858 ゲ VI29 1286 18.4 1217 '/ VI 2 
626 ~.3 I 1608 ゲ1I 8 1045 5.5 18;) ゲIl g 

628 12(，.~ I 1425 Iゲ rr 9 1047 9.9 240 Iゲ J[ 5 

((_) ~，\III正古来来二よ ろ に突きあ?こる 三れは普通のfA'I1抜ipL泉とは柏、守趣きを異にす

jahL| 仁
|訓 詰F るけれと。も，か A る準定常;}f胤民に於ては略!il~l泉水凶と見て

者子抜 l ~1: 月け

lll~ 11 よし、と思はれるからコLも第 1)<1 A)に併記しすこコ
3D 4.4! 1934 lV 25 
201 5.0 ノノ かくてir.l，泉水副賞測数は 54口， Lf ....市街地令部に散布して

491 8. 6 ~ 1933 XII 14 

551 19.6: 1934 { 16 ゐるごとはお3闘の如 くである(⑨な以て示しにものト大韓

5J4 11.5 /1 J[ 13 に於てrtii主tinL泉の水副傾向冶知り得ベく，略々海岸に向って
671 5.8; 1933 XIl 1 
801 10.2 ゲ )l15 7}(副勾配のある事ーは明瞭である。

2. 温泉水頭の推定

前;卓の刀法にて質ililJ しにir.;t泉水虫1によって別府市街ir.;UR.7}(Jij~の大韓の傾向は知り得たけ

れと<，，ヤIliifjη7}(頭以況を詳細に知ゐには備不充分である。観測に好都合なものは今後

t吋tllリケ行って補充すゐ積りではあるが，それには昨日を待つより11:心ーがなb、Q しカ、るに

一方・静l上水叫んそ直接illiJむしなくても，l!.x:JJ<.休 Aて・浪IJつブニ湧出量 fからムIt=ん-h従

つーじんケ推定するルーはがま)る。印lち既報ヨlの如く銭別府市街に於けゐ漉泉は始んど被塵

岩肌)誌に!必する tので， 1胤:>>t7J<のj官lりタ L ケに 1:卦寸る水fiJ:I1と水枕1:昇、速度dh/d!との

聞には(止、

づ;-=¢(んーの
が成ょする。澗りタン クがなく絶えすffl，'H口よわ流去する4f-遁J)場合には湧出口tJ}断面積

ぞと斤とすオL(fI2)よ()

(宮内ヨ〕
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と見られる。放に

別 lif市街地のi且泉 7!(Fil分 :(Ii

dh 
Ij=a一一一一=エ正'O:;'/t
dt 

ムII=-q
OC 

(:り

(4) 

従って q，σ，Cが測定出来れば 4んが求められ， 父::'h，0， qがiJllJ定出*wまどが.:.Rめられ
る。かくして求めた cを第 1表に併記しである。 うL気!竪ク〉湧出量に/之(-Iす影響 3)よりよl乙め

fこ筑!竪係数なるもの c は J'.~の c と全く同じ意味な持つものであって，質測値の第 1 表

(C)と比較して略今閉じ程度の値である事が知られる。そこで今これらすべての卒均埴 Co

‘，=20.0川，，，-t (5) 

をはて ~IJ府市街地屠に適用できるものと{同定すれば ， (-i)式より gとげの貰測値のあるも

のに就いてはムんを求める事がIH.*ゐ。

しかし，(4 I式を適用すゐ前に倫考へなければならぬ事がある。それは日IJJ.{.針胤泉掛l抜式の

むのは， ir.V弘樹盤話時よわ年童文を経過すゐにつれて湧出量カ1減衰する事である。この現象

は地下j阻泉水路の饗動による混泉*iiJlの痩化もあらうが，智代その!街fijによる機i祭係童文の増
加や管畦ーへの沈澱物による口便の媛、化などがあわ， lt~ t大きい版凶lま管墜よりi阻J誌の流入

手しの閉塞などが .~へられる。( 3)式に就いてぷへ(i之は主としてcの獲ftである。このc

の聖堂化は個今の湧出口について経年後化よ'1推定しなければならねが，湧tH量の粧1f種差1ヒ
には雨量の影響がTJなGl大でこれを分離することは困難である。

そこで今昭和八年夏季練再査に於ける記録より，湧tH量と持1;磐年齢 (調査省時に於てそ

の湧出口が槻墜されてから何年経過しfこか)との閥係を第 4闘に輩いて見仁会その分布は

pI~より分散してゐるが，持~撃年齢の大なるものは湧fド.量の小なる 1頃 rí，Jは明かである。特に

字結集せるところについてはその減衰は明瞭であらう。この事はL火のtlllくに考へてよし、。印

ち湧1.11首時は各奇異った湧IH量であるが近似的なものが多く費観i別であって，経年i成

泌を般より見7こことになる。この減衰は種々見Jrもあらうけれど指襲史的と見て

q=qoe-O・811 (6) 

に従ふものと見る。但しめJは厳初の湧出量 Iはthi馨後の経過年数である。 (6)式はcの

みによる費化と見れば

(3) 野満，瀬野，中日: 別府i~t泉と i例汐; 1~ 'It~~ ;1~ 2 ~第 1 ~I/~ ~1~ 1頁J
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第PLl闘 鴻HI量と拓l襲安r-齢(目白干118年総再貨によあ〉

‘h 
'0 
-・. 

• • • 
九
日1
tit-
t
 '，l: I . • 

"扱琴年~一一+

-O.Slt c=coe (7) 

更に(4)に代入すれば

叫 =-2-twH
c、，a (8) 

かくて，ある湧出口の7J<.liJiは湧/:1'.量とその日;僅及び揃撃年齢を知れば(8)式より推定出来

ること λなる。coの値としては貰測湧IH口が少いすこめ今のところ (5)式の値をそのまゐ

使用することミする。

l二支sの方法にて湘泉水頭を推定するのに三つの要素を失[1ればよし、。その要素は成るべく

同時のものがよLらそこで昭和8年夏季ーク月に渉り再綿調査しにもの込内三要素のそろ

ったもの 285日に就いてとぞ推定して第2表に掲f}，第3聞に於て.I;Pにて記入しすこ大

韓に於て水副賞測せるものと矛盾はないゃうである。詳細に見ればif，tiA水頭は整列しては

ゐないが，これは 1:蓮の推定法の誤差も混入して居らうが，叉例へば同一水系で、も深度に

よって水頭が袋、化するのはあり得る事である。倫この再綿調査は畳間のあらゆる時刻に於

てなされてゐるから，海岸に近いものは潮汐の影響も混入してゐるに蓮ひない 而してそ

の影響の最大のものは潮汐襲化の 1/3に及ぶものもあるから，最大潮汐売を3m以下と見

れば之による海岸近くの蜂定水闘の偏差は 1m以-1'.と見てよいο

(加'j)
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;j; 2'友 推定温泉水ui(;1'J面 L'友

制拡に|判断|iM|推定lmstl航制|叶思議|推定|iM|似|
番重苦 7t頭番組主 *頭呑披*頭若干盟主 *頭番競 7j(.頭番 *頭森携 *頭

'" '" '01 III lU 
JII 

2.0 110 2.4 413 2.8 507 5.8 795 9.4 1084 1.1 

3 1.8 117 2.6 266 ! 2.8 416 4.5 510 6.0 800 10.3 1087 1.1 

4 2.2 120 4.8 268 2.9 420 2.3 511 8.9 1088 1.3 

6 2.2 122 2.6 271 5.2 421 12.1 517 7.8 803! 8.3 1089 1.8 

14 2.6 124 5.3 274 9.7 422 ， 2.1 520 12.1 804 I 9.4 1133 1.6 

17，1 4.0 125 5.7 280 4.7 425 I 4.2 531 11.7 817 6.9 1143 1.4 
23 2.4 126 4.6 283 5.4 426 i 2.0 534 11.3 1144 1.2 

26 ::.3 127 6.5 287 6.0 427ノ1! 2.8 535 11.3 820 [ 6.0 1146 0.9 

28 3.2 136 2.5 288 8.4 428 ! 5.4 5(;7 1 8.2 821 I 5.3 1147 0.9 
20 2.号 127 2.4 295 10.8 429 ! 4.2 538! 7.2 823 I 6.3 1149 1.0 
31 i 2.7 140 2.9 296 4.1 420 ~ . 7 539 6.8 829 I 5.8 1151 1.7 

149 . 4.0 297 4.5 431 2.5 540 12.9 830 : e.'3 1153 1.2 
37 ~.2 157 e.~ 298 5.1 432 2.9 542 7.1 832 I 5.9 1159! 1.2 
40 4.4 153 4.5 ::02 2.6 423 1 4.2 548 10.8 

50 ?、.の4 161 ~ .3 207 2.9 4礼 612.3 545 2.9 S1S i J.l 1165! 1.2 
52 2.1 165 4.4 209 2.5 428 ; 6.5 54.6 E'.4 852! 5.4 1171 I 1.0 

172 4.8 313 2.3 552 10.2 853 ".8 1173 I 1.6 
55 I 2.3 173 、q.uo 319 4.7 443 7.0 555 12.9 857 ~.2 1179 1.5 
57 2.9 175 2.5 224 2.5 444 i 4.3 560 11.7 859 5.8 1257 2.6 
58 2.3 176 2.6 340，1 2.4 448 8.9 564 14.4 8eo 4.6 1257ノ1 5.7 
59 4.4 178 5.7 341 ::.0 4，50 I 7.3 566 12.6 861 4.9 1258 0.7 
60 3.1 179 2.4 349ノ1 8.1 450，11 5.4 571 12.4 864 4.1 1260 9.7 

180 ~ .2 254 3.3 451ノ1 5.0 575 le.o SsJ 2.4 1271 0.8 
E5 1 2.7 181 4.7 374 8.5 4::1，4 8.3 593 12.6 869ノ1 4.6 1283 4.2 
67 1 2.3 188 2.6 2.76 5.1 468 i 10.2 eol 14.8 8"/8 4.4 1284 5.9 
68 I 2.5 18) 2.4 378 5.3 470 10.3 619 21.0 892 2.9 1286 12.3 
69 2.9 192 2.8 381 u 4i 1 8.5 644 1 ~.7 894 e.4 1289 7.2 
70 2.4 193 6.4 382 5.4 472 7.'3 672 11.9 906 8.9 12J4 6.5 
71 2.2 194 4.1 884 ('.0 473 7.ヨ 678 15.8 910 f.l 1295 12.1 
74 2.5 199 2.3 289 5.3 473，1 e.9 682 12.S 935 11.号 1296 8.7 
75 2.4 200 2.7 390 7.7 474 e.l 696 11.7 979 21.9 1297 6.8 

201 2.8 391 5.5 475 ， 7.4 715 8.5 992 2.6 1298 i e.4 
EO 1 1.7 203 2.4 392 4.4 4.76 e.3 741 7.9 1023 2.7 1300 i 4.3 
82 1 4.5 211 2.9 393 7.6 477 5.7 748 9.3 1026! 2.3 1[05 2.1 

212 2.2 396 5.'3 478 e.4 771 7.4 1028 ，，'7 1206 ~. 4 

214 4.1 405 4.9 47<) ; e.4 778 e.o 1040 2.7 1307 i 2.3 
91 2.1 220 Z.5 4C6 ! 5.4 481 e.2 779 e.3 1042 2.0 1308 5.3 
92 2.4 2W 2.9 407 2/) 483 ! 7.4 785 9.8 10~3 2.3 1309 3.0 
96 2.7 2[5 2.0 408 4.'l 485 6.7 787 6.9 1001 1.6 1311 8.2 
97 3.4 286 ".9 40J 4.0 494 I 4.9 nO 7.1 1069 1.ヨ
101 5.4 242 2.0 411 4.7 501 ; 7.7 7g4 P.7 1072 立.'2

k吉国;) 
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3. 奮別府市街の温泉水頭分布朕況

別府市街地の渦炭水iiJ~の大惜の分前iM~況を曾得し易からしむる矯に，前記多数の質iJ!lJlう

至推定水凶から 100m11三 1/1 "1 の平均値を求めてその中心思~\二て代表せしめ， ごれによって

等水頭線をお3闘に於て査く。その結果として失の事が言へる一

1) iKìt泉水iiJlは 71~均ì'.f:}耐より常に高い 、 個今のj院i~について質iWJ及ut'ffi定水iißに..... "j(、て

も然りである。それ故もし;~j底にて雨者相通するとする (i，'[iUit7J<(ま絶えすJ:r'二ri'1って流れ

賓際 I:i胤Jjt水の-l~fítJ: ;~j'l'(こ放/p.してゐるか t生HオUl.l

均等水弧線は等地高線に似てゐるが，幾分水凶勾配のゐーが地表勾配よ ね援であるコ今

j毎岸を基黙と してごの等水立~[線に直角に交ハてす h んてn き雨者tæ-比較す ると応 5 固'))如

m 
30 

~O 

::j~ 5凶:11<頭線土地 K

(1) /~ 

J企ι*'
/ 

ノ/_..."，;-'男L，ドE良

ぅ*0・一一一回一ー-
d司

=志

/づ ;~恥岡

jjプグ J

12い
o 200 4(畑任)() g)) l(削) 1笠J()If1

... ".. .') ，>$1'-1 .. 世

(1) 第 3幽lこ於て鎖線(1)1こも1J・
{2) rnl幽lこ於て鎖線(2)(2')に従ふ

(3) 奮海岸線利JL川川尻ら基里占とする
¥. 4:) 海岸線百1・1:見通交勲か装里hと寸ろ

(加j') 

くなる J 何れも地高 10mIlft 

5[以1-.に於て地表のプ'Ith寄く

なってゐることはi'lエ・;すベラ

である。(1)(2)曲線に於ては

10m以，;1こ於て地表/1::i凶えら

こと大きく 2111T.LUこ/ふ:、1芯

がある ニれは後j，JLの如く巾L

来月民lこ相話すること‘ 一致す

(. (:nは地点よりおL、とこ

ろはごく少い 之が絹勢であ

ることはin泉の分布及その鴻

，IP'量'1限度からも明かであるつ

のりIJ府Tli倖jの符湘泉が地

-1;に於て漣絡ヰヒ有するとすれ

ば，明かに温泉伏流は海岸に

ri'lって流動してゐる 北部に

於てはJjH:に略々i任角に，南

部に於てはとに斜に傾いて東
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南に向って流動してゐる。後者に於ては海岸近くに於てその勾配が山手に比して非常に小

になってゐる。之ぞ第6圃の地泉湧m量分布と比較して見ると，湧fP.の多いところ乃至そ
の後流と見られるとごろが勾配が小さい様である。 印ちir.i泉の器棚による影響と見られ

る。南部に於ける淵泉湧fP.の減少もその結果と見られる。

，致宇'草~l.，、 V門

畠〆'J100同干才1'1<

d雪Z己反'レ量矛，守λ

立与 6 園

zぶ--f.-叶ー与一二iγ

4) 第3闘を熟税すると鎖線(1)，(2)に沿うて等水量ff線が 1;に向って突出してゐるのが

眼につく。二れはこ川二 linesourceがある事在示す。 郎ち一般に海岸に向って流動する

i阻泉伏流に加へて深礎よりこ‘lこ新しい湘泉水の湧IHが認められる。これは地視分布の研・

究よれ明カ、にせられずニi阻泉眠と略々 ー散を見るのは而(1いよ

この事は別の方而からも立詮lI'，;~反る。 別府t二於ける方々の1二壊な採集して其のj雲水能えと

示す所の土壌係披(S，)iJCOll~t; ，nt ) を測定しにところによれば第3表の如くなる。その測定

方1去及測定器は盟版義 ・氏の考案丹、による この材料は少いけれど大韓の見蛍えと付けるに

河 野満， JIJ下: })lj府鶴市内の地igt分布とi昆泉脈， 本誌本放耳~233頁ぅ

5) 't'~原:& :1'，機係数の簡易ißIJ jと量~71:; 降水J字幕ft~;第 6 ?f第 2 務第53頁、

( :!"" ) 
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第8炎土主題係数表

採 集 地|採集阿|採集深度| k |水温 |繍

大.14.ー
CJllfsむむ 25。.a、4F， 唱i思泉 Xo.434ノ7 141m (砂 l 0.008 

ìlã~R :¥0. 434ノ9 11…集タ心 14.8. 8 132m グ・唱) 0.055 26.0 地球物瑚

温泉 Xo. 1256 ブ心 13.10.25 141m 
U~l e第4重量参照

砂 0.022 25.3 

温泉 Xo. 1278 大.14. 4.26 131m (パシ〕 0.021 2e.2 

温泉 Xo. 1319 H{l. 13. 9. 1 地下10mまで 0.065 27.4 

朝 Ji.川河原 // 地 0.052 27.6 

不老泉附近 // // 0.013 27.9 

村l 1封11 附 i!.i: // // 0.009 25.7 

は差支へなし、。今表中大なるものを考へて

1.:=0.065 cmjsec 

叉第3闘より水踊勾配fの大きな鹿で

I=0.016 

と見ると地Yi阻泉伏流の定さ'"ま， HazellS などの賞験により A に淵度il~j[tr加へ，且つ

窓際軍事を'1':土"}40九に取ると

z'二2.:~ m/day z，t '2TC 

7'=4.0 m/clav at o:'iC 

の程度であるから山子ーからi毎月?まで lkmを流動するにも少くともお}日程か‘ るo _の

聞の熱の放散は湧H:\導管~IJの冷却とは蓮ふとは云へ.質に大きいものとなる警であるつし

かるに地淵分布の航態はその影響を1えはしfこと見られる土ころが極く少い この貼から考

へでも湘泉眼力存在によって熱が~IIに供給されなければならぬ事が首肯H'.* るであらう。

5) 既報の潮汐及降雨影響度の分布 7'が等水回線に略々並行である。これは然るべき事

で潮汐は海より，雨は山手より伏流に従って作用し来るべきが震である。只西南部の降雨

影響の大きいことは他系の渦泉地下水を暗ぷしてゐるの

6) 1賓脇地帯のヂローJレのー異常分布"は南部乃知山小心にて韓航に等クローJレ線が出

(6) 物Î~ß長穂・ 7)<l:qt撃第463J{。

(7) 瀬出f錦織: 別府i昆Jí~の感l靭度分イíi; 1.:晋l占治 2 谷第 1 妓;:í~24J{. 

同 月IJ府市街it:i泉の湧問量1こ及I i'・す降雨影響度J)'{jj; 本誌第 2~第 2 Weお152頁。
(8) 山下磐 化等主成分其他諸国子よりJI..1:芯}JIJ府地下i思71tの流界; 本主主次被、
(9) 111下，木戸，丸岡: 日IJ府Hî内 ì~t泉 0) クローか量分布; 本認可~ 1草子守，2l)Jk第雪9頁 1

(280 ) 
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来てゐるがこれは市部の局所的の泉源と別府中心より一部供給せられてゐると考へて見ら

れる。

終り t二本調査は六年前より怨、師野満教授より命ぜられてゐずこのであるが，湧出管を閉塞

調査する等の作業がim来所向者の諒解を得ること容易ならす=して，稜守説得えと重ね高ーの

場合を保謹しつ‘賞施し米つ7二躍で，多くの年搬を空費しすこ究第で、ある。議に絶えす=指導

と激働を賜はる野i議博士及び測定-?:計二記長せられ穴埋解あるiY.II.泉所有者iこ深甚の謝意を表す

るJ公司~で ð， 乙 三

(:!!)O) 


